	資料名
	素直な心
祖母への態度
	内容項目
	１-(5)　自己理解と向上心・個性の伸長
	10月

	
	
	出典
	みんなで生き方を考える道徳 ２年
	

	ねらい
	自己を振り返り，謙虚な態度で，常に自己を高めようとする生き方を続けることの大切さについて考えさせる。

	
	


授業の展開例
	
	学習活動（主な発問・予想される生徒の反応）
	指導上の留意点

	導
入
展
開
終
末

	1. 祖父母について話をする。名前，どんな人で，どんな人生を歩んできたかなど，知っていることを書き，発表する。
	○　祖父母の思い出を語らせる。思いの外知らない生徒が多いのではないか。それゆえに名前でも住んでいる場所など断片でもかまわない。亡くなっている場合でも同様。（帰宅してから親に聞く生徒も出てくるだろう。）


	
	2. 資料「祖母への態度」を読む。
(1)「僕」の行動や考え方で，自分と似ている点を発表する。
・資料の「僕」と同じように，お母さんに注意されると素直にハイと言えない。
・ついイライラして，細かなことにまで腹を立ててしまうことがある。
(2)素直になりたいと思っているのに，なぜなまいきな言葉づかいになってしまうのだろうか。
・おばあさんの，孫への思いやりや，かわいいと思っている気持ちに気がついていないから。
・イライラした気持ちだから。
(3)「僕はこのままではいけない。態度を改めたい」と，夜ふとんの中で考えたのは，なぜか。
・そうしたほうがおばあさんが喜ぶから。
・ほんとうは優しい少年で，今のままではいけないと思っているから。

	○　教師がゆっくり範読する。
○　他者の意見をちゃかさずに聞く学級の雰囲気が必要である。
○　正すべきところは正して，素直に生きることのほうが，より心から満足できる豊かな生き方になることを，生徒自身に気づかせたい。


	
	3. この資料を読んで自分の生活を振り返り，話し合ったことや，考えたことをノートにまとめる。
○自分の生活を振り返り，「僕」と同じような経験がないか考えてみよう。またそのときの気持ちを考えてみよう。
	○　生徒作文を読む
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　　　　　　葛藤
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